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暮らしの保健室が
できるまで

これまでの地域活動の中から生まれた場所であ
り、人の繋がりである事

地域が耕され、種が蒔かれていく！

都営戸山ハイツ

平成27年5月1日現在 3,474世帯
人口5,986人（65歳以上 3,091人）
高齢化率 51.6% H27.5.1

50.1% H26.1.1
46.3% H23.7.1

牛込地区 人口 （65歳以上） 高齢化率
100,293人 （21,047人） 20.1 %   H27.5.1

箪笥地区 37,066人 （ 6,545人） 17.7% H27.5.1
若松地区 32,629人 （ 7,986人） 24.5% H27.5.1
榎町地区 30,598人 （ 6,516人） 21.3% H27.5.1

都営戸山ハイツ（若松地区内）

新宿区と牛込地区、戸山ハイツの概況

新宿区 人口 （65歳以上） 高齢化率
330,740人 （ 65,874人） 19.9% H27.5.1
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医療も含んだ相談支援の場所が
町の中にあったら

病院に通っているんだけれども、なかなか相談し難い・ゆっくり話を聞い
てもらいたい

入院での治療は辛いので在宅療養したい

「介護や福祉に関する相談」とどう区別がつくか分からず悩んでいる

退院するよういわれたが不安で不安で・・・

がんの辛さや不安を軽くする緩和ケアを受けたい

多くのボランティアが協力

「暮らしの保健室」を始めるにあたって、地域のボランティアを
募った

多くは,これまで在宅医療・訪問看護を利用してご家族を看取った
経験のある方々。

ボランティアが、迎え入れる暖かい雰囲気の中で、病院とは違っ
た空間、地域の中にある場所として、相談支援体制を整えていく
方針

地域の中の『地域力』の活用にもつながる

専門職が働きやすい環境づくりにも繋がる
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３月３月

２月２月

居場所
安心のプラット
フォーム

C型肝炎の治療に不満

短期記憶があやしくなる

人と話したいけど素直に
話せない

医療者への不信

不安

焦燥
寂しさ

尊
厳
を
失
う

尊
厳
を
失
う

思い込思い込
みの強
さ

不満

混乱

やり場の
なさ

落ち着きを
取りもどす

いつでも
受け入れてもら
えるという
安心感

４月４月

受診日がわから
なくなる

忘
れ
方
が
急
だ
っ
た

同姓(男性)
の話し相手が
なじみになる

暮らしの保健室

忍耐強く
話を聞く

社会的孤立

不自由

病院
NSW

かかり
つけ医

暮らしの保健室看
護師・ボランティア

訪問
看護

訪問
介護

認
知
症
な
の
か
？

性
格
な
の
か
？

ケアマネ
ジャー

息子

介護保険に
つなぐ

そのプロセス
に寄り添う

状況・出来事 本人の気持ち

自
信
を

取
り
も
ど
す

登山の友人の死去

権利
擁護
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妻が亡くなる

生活が整えられない

CMへの不信感

あちこちの窓口で
トラブル

喪失感

不安

寂しさ

よく話を
聞く

よく話を
聞く

自
信
・
尊
厳
を
失
う
・・・・・

不満
現金がない

携帯の操作がわからない

状況・出来事 本人の気持ち

病 院
様々な
事務処理
を依頼

病 院
様々な
事務処理
を依頼 焦燥

不満

新しいこ
とをやっ
てみよう

新しいこ
とをやっ
てみよう

少し安心少し安心

事務処理できない

不信
いつでも
来てくだ
さい

いつでも
来てくだ
さい

ヨガへの
誘い

ヨガへの
誘い

自
信
・
尊
厳
を
取
り
戻
す

情報提
供

情報提
供

自分の知ら
ないところ
で決まって
いく

自分の知ら
ないところ
で決まって
いく

不自由

社会的孤立

ふと我に返る
ことが多くなる

暮らしの保健室

今後は？？？

よく話
を聞く
よく話
を聞く

新宿区在宅療養ハンドブックより
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毎週木曜日は、管理栄
養士（川口先生）の美
味しい、体に優しい食
事の会！！お1人住まい

の高齢者の方々も気軽
に参加していただいて

います。

暮らしの保健室の日々の様子
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「戸山ハイツの未来をつむごうプロジェクト」
暮らしの保健室と、東京家政大学女性未来研究所
の共同プロジェクト

各地での空き家の問題
その地域の特色、ニーズをリサーチ
地域のマンパワーをフル活用
地域で暮らし、地域で逝くとはどういうこと？

ご両親を亡くされたＹ さん

ＮＨＫスペシャルで放映された暮らしの保
健室の活動を見て、若安津の実家をぜひ
使ってほしい！亡くなったお母様の

望んでいたこと！

北九州市、若松区での出会い
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家が呼吸をし始めるということ
人の思いをつないでいくこと

地域包括ケアは
トップダウンではなく
ボトムアップで

暮らしの保健室の扉はいつも開かれています。

それぞれの地域の特色を活かし、それぞれの
地域にあった「暮らしの保健室を」みんなで
作りませんか？


